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令和７年度 事業報告書 

社会福祉法人 苅田町社会福祉協議会 
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はじめに  

  

今、従来の縦割り制度では対応しきれない、複雑・多様化した課題は増加傾向

であり、厚生労働省ではこれらの問題に対応するため、「包括的な支援体制の整備」を推進し

ています。本会でも、これを受け、令和７年度は「包括的な支援体制の整備」を基本指針に据

え、「地域共生社会の実現」に向けた活動に注力しました。特に、個別支援から地域支援

への展開を強化し、住民一人ひとりの困りごとに寄り添うとともに、地域の支

え合いの力を高める取り組みを推進しました。  

 小地域福祉活動においては、「支え合い会議」の開催を通じて、住民の小さな

変化や生活課題の早期発見・共有に努めました。また、日常の見守り活動によ

り把握された困りごとに対しても、積極的にアウトリーチを行い、伴走支援を

継続することで、孤独・孤立の解消を図りました。「ふれあいいきいきサロン」

では、担い手の負担軽減と活動の充実を図るため、職員による出前講座やレク

リエーション機器の貸し出しを積極的に実施しました。特にボッチャの普及に

注力した結果、交流会には多くの地区からご参加いただき、競技を通じて交流

を深めることができました。こうした「楽しい場」をきっかけとしたつながり

が、地域の福祉力を高める一助となっています。  

 ボランティアセンターでは、令和７年８月豪雨による被災地区への対応を行

いました。社協職員が普段の業務から培ってきたアウトリーチ機能や伴走支援

機能を活かし、被災した世帯にきめ細かく寄り添うとともに、災害支援 NPO や

行政と緊密に連携して、床下浸水被害に迅速に対応しました。こうした緊急時

の対応は、日ごろからの地域との信頼関係が基盤にあってこそのものであり、

日常業務の中で地域に積極的に出ていくことの大切さを再認識する機会となり

ました。  

 当事者中心の地域づくりの推進では、新たに「パーキンソン病交流会」を立

ち上げました。毎月１回土曜の開催日には、毎回多くの方々が参加しており、

当事者がつながれる場の必要性を再認識する機会となりました。同じ悩みを持

つ方々が、思いを分かち合える場を創出できたことは当事者の主体的な活動を

進める上で大きな一歩となりました。  

 あんしんセンターでは、生活困窮に関する相談が後を絶たず、生活福祉資金

や緊急食糧支援により生活再建に向けた支援を行いました。相談者の不安に寄

り添いながら、生活困窮者の孤立防止に努めました。困難事例が増加する中、

職場内での情報共有やケース会議を行い、支援者が孤立しない体制づくりに努

めました。  

 令和７年３月に事業譲渡した「くすのき」に対しては５年間の伴走支援を継

続していきます。「おひさまハウス」での安定運営を支えるために、本会が主催

するイベントの際には、菓子製品の購入を行いました。今後も利用者の工賃向

上や経営安定に寄与し、変わらぬ協力関係を築いていきます。  
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１  住民福祉活動、ボランティア活動の推進  

 

1. 小地域福祉活動の推進  

 

【推進地区数等実績】  

 推進地区数  新規推進地区数  休止地区数  

R７年度  ３５  ０  ０  

R６年度  ３５  ２  １  

R５年度  ３４  １  １  

 

（１）見守り活動の推進  

①支え合い会議の開催  

実績  

6 月～ 10 月にかけて 30 地区で開催。地域で気になる方や困りごとを

抱えている方をどのように支えていくかを話し、特に心配な世帯があ

れば、地域包括支援センターと連携するなど、地域生活課題の早期発

見・解決ができている。開催方法について、個別相談や少人数での打

ち合わせ等、柔軟性を持たせたことで実施地区が増加した。  

評価  

前年度に比べ 5 地区増加。実施したことのない地区でも実施ができた

ことは大きな成果だと感じる。全地区での開催を目指し、その地区に

あった開催方法を探っていきたい。  

 

②推進委員・福祉委員との連携による個別支援の実施  

実績  

定例会や支え合い会議、サロンで相談のあった要支援者に対して、本

人主体に重きをおき、在宅生活の継続や生き甲斐創出に向けて話し合

いを行った。支え合い会議等で上がった心配な方や気になる方の個別

支援を 52 人（ 29 地区）で行った。  

評価  

小地域福祉活動や民生委員児童委員と連携し、地域行事への参加支援

や地域包括支援センター等との連携につながるケースに発展できた

一方で、どのような支援を行ったか、支援の見える化が今後必要にな

る。  
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③気になる世帯への訪問や訪問活動への同行  

実績  

独居、精神疾患をお持ちの方などのご自宅に、推進委員・福祉委員・

民生委員と共に訪問・相談の投げかけを行った。支え合い会議等で上

がった心配な方や気になる方の個別支援を 52 人（ 29 地区）行った。  

評価  

地域の方からの声掛けもあり、小地域のサロンや区の行事への参加に

つながる。さらに定期的に相談ができる環境を作っていく。相談件数

が増加し、相談内容も複雑・複合化（高齢と障がいが重なった課題な

ど）してきており、支援も長期化している。  

 

④定例会やサロンでの相談受付  

実績  

定例会やサロン等の住民が集まる場においては、多くの区で相談を受

付ける機会や声掛けを実施している。日常の軽微な課題（スマホの操

作等）から、家族の介護や認知症に関する相談など様々な相談が寄せ

られている。  

評価  

社協の窓口で相談するよりも、定例会やサロンでの「ついで相談」が

効果的で、住民の方々が相談しやすい。推進委員や福祉委員、民生委

員・児童委員等を通じての相談の他、直接相談に来られるケースをさ

らに増やしていきたい。  

 

⑤見守りの手引きの配布  

実績  
7 月に開催したブロック別会長会議にて、全ての地区の推進委員・福

祉委員分（約 650 部）配布した。  

評価  

地域で気になる方のサインや小地域福祉活動と孤独・孤立について掲

載した。配布については、各地区の会長に任せており、推進委員・福

祉委員へ直接説明する機会が少ないため、定例会等で伝えていく必要

がある。  

 

（２）ふれあいいきいきサロンの活性化  

①レクリエーション道具を活用したサロンの促進  

実績  

ボッチャや e スポーツなど、幅広い対象者が楽しめるツールを活用

し、サロンの活性化を行った（ 15 回・ 13 地区）。ボッチャや e スポ

ーツを導入した地区では、育成会や子どもとの交流が見られている。

また、新たに購入したバッゴーを小地域福祉活動連絡会にて説明し

た。  

評価  
新たにボッチャに取り組む地区が増加した。e スポーツを取り入れる

地区を増加させ、育成会との連携も増加していきたい。  
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②出前講座の実施やサロンメニューの提案  

実績  
職員の出前講座を 31 回・14 地区で実施（テーマ：フレイル予防・つ

ながりと支え合い・認知症・豪雨での災害対応・ACP についてなど）。 

評価  

出前講座を通して、社協事業の紹介や業務の見える化も行った。今

後も参加者の興味のあることを調査し、楽しく学べるような講座を

検討していく。  

 

③世代間交流の促進  

実績  
世代間交流では、レクリエーション用具（ e スポーツやボッチャ）を

活用したサロンが多く見られた。  

評価  

サロンの活性化が図れるという反面、子どもの参加によって運営の

負担が感じられるという声もあるため、全ての地区で促進する必要

はないと感じる。  

 

④小地域福祉活動推進地区同士の交流の促進  

実績  今古賀区・緑ヶ丘区の交流をサポートした。  

評価  

他の地区がどのようなサロンをしているか等のニーズは高く、情報

提供している。地区同士の交流については、そこまでニーズがなく、

積極的には推進しなくてもよいと感じる。  

 

（３）小地域福祉活動対抗ボッチャ交流会の開催  

実績  

ボッチャを活用した交流会を総合体育館で実施。初めて参加した

地区も含め、18 地区・ 30 チームのエントリー（参加者 220 名）が

あった。  

評価  

初めて総合体育館で実施し、パンジープラザでの開催時よりも参加

者の座席数も十分確保できた。この大会に向けて、サロンやサロン

以外でもボッチャの練習に取り組む地区もある。大会を開催するこ

とで、小地域福祉活動のモチベーションアップにつながっている。

決勝トーナメントに進んでいくにつれて、参加者が減っていくため、

決勝が盛り上がる試合形式を検討する必要がある。  
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（４）未実施地区へのアプローチ  

実績  

小地域福祉活動未実施の地区（ 13 地区）については、全ての地区の

区長へ実施に向けたアプローチを行った。新規推進地区は増加して

いないが、3 つの地区（長畑区・木ノ元区・葛川区）においては、継

続的・重点的にアプローチを行った。長畑区・葛川区については、

来年度サロンの実施に向けた具体的な話ができている。  

評価  

区内に公民館のない区もあり、全ての区での立ち上げは難しいと感

じる。3 つの地区に重点的にアプローチを行い、2 つの地区では来年

度以降の立ち上げを目指した話し合いができたことは大きな成果だ

と感じる。来年度は、社協設立 50 周年記念ボッチャ大会への参加の

呼びかけを通じ、全ての地区へアプローチを行い、未実施地区の立

ち上げを図りたい。  

 

（５）研修会等の開催  

①ブロック別会長会議の開催   

実績  

7 月に北・中央・南ブロックの 3 つのブロックで開催。小地域の手引

きを配布し、見守り活動のポイントや孤独・孤立についての説明を

行った。また、e スポーツ体験会を行ったことにより、７地区で実施

できた。  

評価  e スポーツを小地域のメニューとして定着させていきたい。  

 

②推進地区懇談会の開催  

実績  

12 月～ 3 月にかけて 34 地区で実施。昨年より開催地区数（ 24 地区）

の増加が図れた。小地域福祉活動の 1 年の振り返りや豪雨災害にお

ける社協の対応について共有した。  

評価  

懇談会で把握した各地区の問題点について、よりよい仕組みづくり

に活かせるよう協議していく。また、懇談会は小地域福祉活動が上

手く運営できているかを確認する場でもあるので、来年度は全地区

での開催を目指していく。  
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③推進地区連絡会の開催  

実績  

3 月に開催し、 27 地区が参加。福津市社協より、福津市の小地域福

祉会・災害対応についてのご講演いただいた。災害を通した地域づ

くりの方法や若い世代にも地域福祉活動に関わってもらうためのき

っかけを学ぶことができた。  

評価  

他市町村の小地域福祉活動や取り組みを聞く機会を初めて設けた。

活動の参考にしていただくのと同時に、自分の地区の活動に自信を

もっていただける機会にもなった。来年度以降も他市町村の取り組

みを聞く機会を設けたい。  

 

（６）避難行動支援システムの活用による相談・地域支援記録の強化  

実績  
継続した個別相談があったときは、その都度システムへ情報と支

援経過を入力している。  

評価  
入力に時間がかかると同時にシステムが相談支援の経過入力作業に

適さず、活用に苦労している。  

 

（７）推進地区個別支援計画の作成  

実績  

全ての小地域福祉活動推進地区の個別支援計画を作成し、サロンや

見守り活動の現状、支え合い会議や懇談会の開催状況などを記載し、

今後の支援方針を確認した。  

評価  

その年度の推進地区の課題や活動目標を明確にしていく必要があ

る。また、社協として小地域福祉活動に対し、どのように支援して

いくかを検討していく必要がある。  
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２．ボランティアセンター活動の推進  

 

■活動内容別 ボランティアコーディネート件数        

活動内容別  ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 合計 

施設支援 件数 6 7 7 5 4 9 7 7 7 5 6 6 76 

 人数 12 26 15 24 14 28 15 21 14 19 11 26 225 

団体支援 件数 2 2 4 6 3 5 4 9 8 3 6 8 60 

 人数 4 5 11 14 8 14 21 18 18 6 26 18 163 

地域支援 件数 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 2 

 人数 0 0 2 0 0 0 0 8 0 0 0 0 10 

個人支援 件数 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 2 

 人数 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 2 

計 件数 8 9 13 11 7 14 11 17 16 8 12 14 140 

 人数 16 31 29 38 22 42 36 47 33 25 37 44 400 

 

（１）新規ボランティアグループの組織化  

①ニーズを把握した上での養成講座の開催とグループ化  

実績  
1 月～ 2 月にかけて全 4 回のそっとサポートボランティア養成講座

の開催を企画したが申込者 0 名の為中止となった。  

評価  

想定していた開催はできなかった。内容・周知方法・募集時期の見

直しを検討する。社会構造の変化（以前は定年退職からのボランテ

ィア）への対応が必要。  

 

（２）既存のボランティアグループへの支援  

 ①既存のボランティアグループの紹介冊子の作成  

実績  

6 月に令和 7 年度版ボランティアガイドを作成した。  

各小地域福祉活動や民生委員、窓口対応時に配布を行った。町内福

祉施設等にも配布を行った。  

評価  作成できた。ガイドを手に取った方からは見やすいと好評であった。 

  

②託児ボランティアくれよんメンバー増加のための養成講座  

実績  
9 月 29 日（月）に令和 7 年度託児ボランティア入門講座を開催し、

４名の受講した。  

評価  
4 名受講のうち 2 名が託児ボランティアくれよんへ加入し、メンバー

増加に繋がった。  
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③ボランティアフォローアップ講座の開催  

実績  

1 月 27 日 (火 )に実施。生き方のデザイン研究所の遠山氏・生き方の

デザイナーを講師に、ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝﾎﾞｰﾄﾞｹﾞｰﾑを行った。各ボランティ

ア団体より１９名の参加があった。  

評価  
開催できた。内容についても、障害のある人ない人の相互理解に繋

がる内容を学ぶことができた。  

 

（３）ボランティアセンターの体制強化  

①困りごとや活動希望のニーズが集まるようセンター窓口の周知  

実績  窓口周知は時にできていない。  

評価  

窓口周知は特にできていない。社協だよりでは毎月「ボランティア

センターだより」を掲載しているが、相談窓口としての案内掲載は

できていない。  

 

②チョボラ等、ボランティア活動先の確保  

実績  
活動先の検討のため、町内の福祉事業所にボランティアの受け入れ

についてのアンケート調査を実施した。  

評価  

20 件のアンケート結果より、短時間単発のボランティアについて「内

容によっては可能」という回答が 11 事業所あることを把握できた。

誰でも気軽に参加できる仕組みの構築を検討していく。  

  

③ボランティアに関する情報発信の強化  

実績  毎月社協だよりにてボランティアセンターだよりを掲載した。  

評価  
情報発信はできているが、発信の強化の部分ではできていない。な

かなか SNS 等での発信まで手がまわっていない。  

 

（４）小学生・高校生向けの福祉講座の開催  

実績  
８月に小学生向け福祉講座と高校生向け福祉講座の開催を企画。申

込者が１名であったため、保護者と相談し中止とした。  

評価  

開催することはできなかった。小学生等を対象として福祉講座は開

催を継続していく必要があると感じているが、開催方法や時期につ

いては、従来の夏休みに２日間にわたる講座のまま開催するよりは、

単発かつ２時間程度の短時間で終わるものや、保護者も一緒に参加

ができるもの等、気軽に参加できるものに変更していく必要がある

と感じている。  
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（５）福祉事業所へのボランティアに関するアンケート調査  

実績  
8 月に町内の福祉事業所 44 施設を対象にアンケート調査を実施。  

21 施設から回答があった。  

評価  

アンケート調査は実施できた。今回の調査目的の一つであった、短

時間単発のボランティアの受け入れについて、７割は前向きにとら

えている結果を得ることができた。今後はアンケート結果をもとに、

短時間単発ボランティア（ちょボラ）の実施の方向性を検討してい

く。  

 

（６）企業向け手話学習会  

実績  
7 月 7 日（月）に窓口対応職員向け手話学習会を開催し、14 名参加。

行政、包括、銀行、整骨院受付等から参加があった。  

評価  

講師とも事前に相談し、初心者の方でもわかる内容で実施できた。

平日の昼間開催にしたため、業務として参加できた方も多かった。

一方で、参加したかったが土日でないと参加が難しいという声もあ

ったので、開催日時については今後の参考にしていく。  

 

（７）災害ボランティアの推進  

 ①災害ボランティアに関する研修会  

実績  

2 月に久留米災害支援ネット  ハッシュ＃の方々を講師に床下キット

を使って災害ボランティア研修を開催（ 37 名参加）。地域住民だけ

でなく、町内の企業や防災グループも参加していただけた。  

評価  

床下キットを活用しながら講義を進めていただくことで、より説得

力のある研修会となった。畳の剥がし方や床下に潜る体験を通して、

楽しく床下浸水への対応を学ぶことができた。  

 

②災害ボランティア登録制度の実施  

実績  
災害ボランティア研修において登録について案内を行った。今回、

新たな登録者は、 14 名となり、登録者の合計は 23 名となった。  

評価  

登録者の増加とともに災害時に支援していただけるような仕組みや

関係性を作っていく。災害ボランティアに対する知識をもった住民

を増加させていきたい。  
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③災害ボランティアセンター設置運営マニュアルの改訂  

実績  
感染症対策や被災地のボランティアセンターの運営を参考に運営マ

ニュアルを作成した。  

評価  

作成したマニュアルにおいて、センター設置・閉鎖までができるか

検討していく必要がある。災害発生時からセンター設置までの初動

に関する内容を検討していく必要がある。  

 

④災害時相互支援協定の締結や平時からの関係づくり  

実績  
苅田町役場危機管理室と災害対応や災害ボランティアセンター設置

運営に関する協定の打ち合わせを行った。  

評価  

打ち合わせを行い、現状に合わせた協定の修正を行ったが、正式な

改定までには至っていない。社協の災害支援の在り方について考え

るとともに、危機管理室・福祉課との協議の場を設定していきたい。 

 

（８）福祉教育推進校活動の充実  

実績  

すべての小学校で実施することができ、従来のプログラムに加え、

新たなプログラム（ブラインドボッチャ・ふくしすごろく・年を取

るってどういうこと？）を取り入れた。  

3 月に福祉教育推進校連絡会を開催し、年間の取り組みや来年度の

方針をお伝えした。  

評価  

体育館での学習が多く、空調がないことから、夏場の開催が困難に

なってきている。事前学習・事後学習に入ることによって、より質

の高いプログラムを作成していきたい。  

 

（９）子ども食堂への支援  

実績  

社協だよりの表紙 (5 月･12 月 )と中のお知らせページ (毎月 )にこど

も食堂の紹介を行った。実施に当たり適宜相談対応を行った。１２

月に企業と連携したこども食堂を実施できた。  

評価  取材や適宜相談対応で、子ども食堂実施団体の支援は行えた。  

 

（ 10）主任児童委員との連携  

実績  
2 月 19 日に「社協の子育て応援 DAY！おしりふきプレゼント」を実

施。 180 セットを配布し、主任児童委員と連携をして配布を行った。 

評価  

主任児童委員さんに負担がかかりすぎずに、子育て世代に関われる

連携の第一歩としてはおしりふき配布は良い方法であった。配布に

携わった主任児童委員さんからも「また実施してほしい。その際も
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協力したい」と好評であった。  

 

３ .当事者中心の地域づくり  

 

（１）不登校・行き渋り当事者の親の会の開催及び組織化  

実績  

お話し会の開催を 3 回（６月・１０月・３月）行い、延べ 8 名が参

加された。子どもへの想いや親としての悩みなど当事者ならではの

意見を聞くことができた。  

評価  

組織化には至っていないが、会の中で、親の想いに触れることがで

きている。参加者より、空き家等を活用した親や子ども居場所づく

りをしたいという声があり、組織化・居場所づくりを同時に検討し

ながら進めていく。公的機関は、参加するハードルが高い、土日開

催よりも子どもが学校に行けなかった平日の方が話しを聞いてほし

いなどの声もあり、開催方法も当事者とともに検討していく。  

 

（２）発達障害のある当事者の親の会の開催及び組織化  

実績  

医療的なケアが必要な子どもと親の交流会に変更し、けいちくこど

もフォーラムの実行委員会に参加し、フォーラムを開催した（ 130

名参加）。  

評価  

組織化を目指してアンケート調査などを行ったが、対象となる方々

からは、組織化よりも SNS やオンラインでの緩いつながりが求めら

れている。  

 

（３）既存の当事者グループへの重点的な支援  

①障害者団体連絡会への支援  

実績  

障害者団体連絡会の定例会を 4 回開催し、スポーツレクリエーショ

ン祭や町長・行政との懇談会に向けた話し合いを行った。  

11 月にスポーツレクリエーション祭を開催（ 93 名参加）。  

1 月に町長・行政との懇談会を開催。医療的なケアを必要とする児

童の保育園の入園や学校の入学、障がい者の移動における現状など

を理解していただいた。  

評価  
定例となっているイベントや会議を問題なく進めることができた。

次年度も一つ一つを丁寧に進めていきたい。  
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②ふらっとゲーミング部（ひきこもり当事者）支援  

実績  
隔週木曜日の計 25 回開催する。参加者は応援スタッフを含めると一

日平均 6 人に参加いただき、延べ 146 人が参加。  

評価  

コミュニケーションを継続することで、復学や就労につながる参加

者もいる。デジタルゲームを通じた自然なコミュニケーションが生

まれる居場所として、十分に機能できた。地域のアウトリーチやア

セスメントが今後の課題。  

 

（４）個別支援を通じた地域づくり  

 ①外国人支援の促進  

実績  
外国籍の子どもの居場所・交流の機会について、役場の関係課経由

で相談があり、情報提供を行った。  

評価  
外国籍の方が相談に来ることはなく、困りごとや生きづらさ等の実

態に迫る必要がある。  

 

②障害のある方の社会参加促進  

実績  

北公民館より、障がいのある方のボランティア活動について相談が

あり、打ち合わせを通じ、サポートが必要な人でなく、本人にでき

る役割をつくることを一緒に考えることができた。  

評価  

まずは、公民館から相談があったことが良かったと感じる。引き続

き公民館との良い関係を築いていき、障がいのある方でもボランテ

ィア活動ができる環境を整備していきたい。  

 

③行き場のない子どもたちへの居場所づくり  

実績  未実施。  

評価  
居場所づくりをしたい人がいるが、調整がうまくいかなかった。今

後も相手のタイミングを考慮しながら推進を検討していく。  

 

④難病罹患者の居場所づくり  

実績  

難病（パーキンソン病）をお持ちの方からの個別相談から、情報共

有や相談が行える「チューリップの会（パーキンソン病交流会）」

が結成され、毎月 1 回継続実施できる。また、卓球会や若年層の会

への派生に対しても声が挙がる。   

評価  
罹患者の家族や若年層からも個別の相談機会を派生させたいとのご

意向もある為、内容や形式について検討をしていく。  
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４ .連携・協働の推進  

 

（１）区長会・民協・老人クラブ・育成会・行政との連携協働の推進  

実績  
各団体の会長に、社協の理事に全員就任していただいたことにより、

連携しやすい環境づくりが出来た。  

評価  
理事会や第一層協議体を通じ、自治会加入問題等の地域課題解決に

向けた協議を促進していく。  

 

（２）西日本工業大学との連携協働の推進  

実績  
学生を主体とした e スポーツを活用した交流行事の開催を 11 月に実

施。また開催に向けた実行委員会や打ち合わせで密に相談。  

評価  
「多世代ゲーム交流会」では企画から進行、振り返りまで全ての場

面を学生主体で実施することができ、相互理解が図れた。  

 

（３）企業との連携協働の推進  

実績  
日産自動車やトヨタ自動車、山崎工業や日本磁力選鉱、マルハン等、

協力していただける企業が明確になってきた。  

評価  まだまだ様々な形で協力していただける企業を増やしていきたい。  

 

（４）社会福祉法人連絡会活動の推進  

 

  

実績  
総会 1 回、幹事会 3 回、各法人にてﾌｰﾄﾞﾄﾞﾗｲﾌﾞを１回実施。施設見

学ﾊﾞｽﾂｱｰは ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞ感染症拡大の為、中止となる。  

評価  
次年度は、社会福祉法人に限らず連携の強化を検討していく。また、

施設見学ﾊﾞｽﾂｱｰは単独施設での実施で行う。  
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５．生活支援体制整備事業の推進  

 

（１）ニーズの把握と資源の見える化の推進  

 

（２）第１層つながり隊（協議体）の開催  

 

（３）第 2 層つながり隊（協議体）への支援  

実績  
つながり隊の担当者が各地区の活動にしっかり寄り添い、活動を滞

らせることなく前に進める事が出来た。  

評価  
イベントをこなすということに陥らないよう、要所要所で活動の振り返りや目標

設定等をしっかり行っていきたい。 

 

（４）生活支援の担い手育成及び支援  

 ①介護予防ボランティア養成研修  

実績  
コーヒーボランティア養成講座を３月に２回実施した。ボランティ

アグループ「スマイルコーヒー」の組織化が図れた。  

評価  
新たなグループが楽しくやりがいを感じながら活動できるグループ

になるよう支援していきたい。  

 

 ②虹の会活動の支援  

実績  
定例会１２回、他自治体との交流会２回に出席した。会の支援を通

して、生活課題の把握につなげられた。  

評価  
虹の会、包括、社協の連携による利用者への支援の在り方を検討し

ていきたい。  

 

  

実績  
高齢者向け情報冊子の作成をした。地域ケア会議・地域ケア推進会

議に出席（各 10 回）し、課題の把握に努めた。  

評価  
地域課題の把握と地域資源の見える化につながった。第１層つなが

り隊（協議体）で地域課題の協議がしっかりできるようしたい。  

実績  
８月・１２月の２回開催し、各団体の活動についての情報共有と独

居高齢者の生活課題について協議を行った。  

評価  
高齢者向け情報冊子の作成に向け様々な意見を頂けた。第２層つな

がり隊との連携や地域課題の把握が出来ていない。  
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（５）社会参加の促進  

 ①誰でも自由に参加できる講座の開催  

実績  
生活力アップ講座を５回開催した。社協と関わりがなかった方たち

の参加につながり、福祉への関心や社協に理解につながった。  

評価  
参加者が社協の良き応援団になってもらえるよう、ただ受講して終

わりとならない働きかけを検討していきたい。  

  

②男性の居場所づくりの組織化と運営  

実績  
６回の茶話会と 3 回の日帰り旅行を実施した。生きがいづくりなど

参加者同士の支え合いにつながった。  

評価  
組織化は難しく、緩やかに集う形式で開催している。リーダー的存

在の必要性を感じる。  

  

③ふれあいいきいきサロン等にてフレイル学習会の開催  

実績  
出前講座を 4 回実施した。いきいきサロンにてフレイル予防に関す

るチラシを配布し、理解促進や予防の啓発につなげた。  

評価  
一部の地域でしか学習会の開催が出来ておらず、開催地区を増やし

たい。  

 

（６）支え合い意識の啓発  

 ①支え合い冊子の作成  

実績  
第一層つながり隊等の協力により、「苅田町での暮らしに役立つシ

ニア世代のためのガイドブック」を作成できた。  

評価  
より良い冊子にしようと情報をたくさん掲載するようにした分、完

成が大幅に遅れてしまった。スケジュール管理を徹底したい。  

 ② SNS・社協だよりによる活動情報の発信（参加した活動すべて発信）  

実績  
社協だよりにて毎月つながり隊の活動や活動者の紹介記事を掲載し

た。  

評価  
つながり隊の活動について、地域住民へ広く周知することができた。

しかし、更なる認知度向上に努める必要性を強く感じる。  

 

 ③住民支え合いフォーラムの開催  

実績  
２月に認知症をテーマに開催した。基調講演により新しい認知症観

についての理解促進が図れた。  

評価  
白川小学校区つながり隊の取組みである SOS 徘徊捜索訓練は多くの

方の心に響いた。ただ、発表の依頼が遅れたことは反省。  
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 ④お宝の啓発  

実績  
シニア世代に役立つ冊子の作成に集中したためお宝の啓発はできな

かった。  

評価  
お宝（地域資源）と地域課題の見える化を図り、第一層協議体での

協議に臨めるようにしていきたい。  

 

（７）企業・団体ボランティア登録制度の推進  

実績  
ボランティアの相談等があった企業・団体に対して登録制度の周知

を行った。新規登録１社。登録総数７社。  

評価  
企業として連携の相談や問い合わせがあった際は登録を紹介してい

るが、新たな開拓のような動きはできていない。  

 

（８）ベース会議  

実績  ５月、１０月、１月、３月の４回開催した。  

評価  
社協・役場・包括で生活支援体制整備事業の進め方について共通認

識を図るとともに地域課題について協議することができた。  
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６．生活支援サービス等の推進  

 

（１）ハンディキャブ（利用者数）  

月  4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 計  

件数  19 22 18 21 20 17 16 16 15 15 13 13 205 

実績  利用者の生活に欠かせないものとして支援することができた。  

評価  
運転ボランティアの高齢化による活動者が減少している。様々な場

で常に募集呼びかけの時間を頂き働きかけをしていく。  

 

（２）移動サロン（利用者数）  

月  4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 計  

件数  9 9 8 9 9 8 10 8 8 8 7 7 100 

実績  利用者の買い物支援と交流の機会を提供することができた。  

評価  
苅田地区（金曜日）の利用者が減少している。対象地区の区長や民

生委員に働きかけ利用者の確保に努める。  

 

（３）元気回復サロン（利用者数）  

月  4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 計  

人数  14 12 12 11 8 8 7 10 11 10 12 13 128 

実績 
参加している皆さんが楽しめ、心が癒される時間の確保を心がけた。 

現在は介護 OB の方を中心に参加となっている。  

評価 町の委託事業として毎月開催することはできた。  

 

（４）ＳＯＳ徘徊ネットワーク  

 令和７年度  令和６年度  令和 5 年度  

協 力 員  161 162 216 

実績  

令和 7 年度は SOS の捜索依頼がなかった。役場主体の事業だが、数

年模擬訓練は開催されていない。発生時に備え、見える場所に捜索

手順を掲示している。  

評価 捜索時の連絡方法がメールであり、協力員が減少している。  
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（５）配食サービス  

 令和７年度 令和６年度 令和５年度 

配食弁当 

（町委託） 

食数 １１，０８９ 食 １０，６１４ 食 １０，０２５ 食 

利用者数 ９６ 人 １００ 人 ８９ 人 

ふれあい弁

当（社協） 

食数 １，７６５ 食 ２，７６５ 食 ３，４３０ 食 

利用者数 １１ 人 １６ 人 ２８ 人 

実績  
新たにゆうちょ銀行口座から引落しができるようにした。その際

の手数料を公費扱い (1 件 10 円 )で対応してもらえた。  

評価  弁当内容や配達員スタッフ等の対応がおおむね好評である。  
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Ⅱ  福祉教育の推進  

 

１．福祉教育の推進  

 

（１）地域福祉セミナーの開催  

 

（２）手話奉仕員養成講座  

 

（３）スポーツレクリエーション祭の開催  

実績  

障害者団体連絡会とともに１０月１３日に開催し、 93 名が参加。  

ボランティアで多くの方 （々日産自動車九州係長会・工長会・民生委員児童委員・

外国人ボランティア）に関わっていただき、大いに盛り上がった。 

評価  より多くの障がい者やボランティア等に参加してもらえるよう働きかけていく。 

 

（４）社会福祉大会の開催  

実績  
11 月に開催、表彰は幸町区・城南区、白川小学校。記念講演では宮

津航一氏を招き、命の大切さについて考える講演を行った。  

評価  

町内外含め約 320 名と多くの方に来場いただく。当事者のリアルな

講演はについて改めて命の大切さについて考えるきっかけをつくる

ことができる。  

 

（５）認知症サポーター養成講座の開催  

実績  未実施。  

評価  
事業所に対しての講座の開催を働きかけるが実施には至らなかっ

た。次年度も働きかけを継続していく。  

 

実績  
６月２８日に開催。１３０名が参加。講師に RKB 毎日放送報道局解

説委員長の神戸金史氏を招き、障がいへの理解に関する講演を開催。 

評価  
障がい者差別や自閉症への理解が深まるセミナーとなった。今後も

障害への理解が深まる講演会を開催していく。  

実績  
令和６年度に開校した基礎講座に引き続き、４月～９月まで入門講

座を実施。入門講座は全２３回。受講者は 7 名。修了者は４名。  

評価  

既にボランティアグループに所属している受講者もおり、講座期間

中の別日に数人で復習会を行うなど、熱心に取り組まれていた。部

屋の確保や相談に応じる事も多く大変感謝された。  
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（６）出前講座の推進  

実績  
フレイル予防・つながりと支え合い・認知症・豪雨での災害対応・

人生会議（ ACP）について等、職員が積極的に出向いた。  

評価  

小地域福祉活動のサロンでは、31 回（ 14 地区）で開催。サロン以外

での職員講座の機会を作っていく。  

 

  



23 

 

２．広報・啓発活動  

 

（１）社協だより手をつなごうの発行  

 

（２） HP や SNS、チラシ等での情報発信  

実績  セミナーや講座等のお知らせは、 HP や SNS にチラシを掲載した。  

評価  
広報誌だけのお知らせでは、参加者が集まらないため、情報発信の

方法や回数をできるだけ多くする。  

 

（３）アウトリーチによる広報活動  

実績  
災害対応の際には、必要な情報を掲載したチラシを配布・投函する

などの広報活動を行った（ 20 件）。  

評価  
情報収集が苦手な方、支援を求めるのが苦手な方がおり、アウトリ

ーチすることにより、安心感を与えていく事を心がける。  

 

  

実績  
編集会議で内容を検討し、毎月２５日に社協だよりを発行している

（年 12 回）。  

評価  
必要に応じてページ数を多くする、表紙の写真を大きくして見やす

くするなど、工夫をしながら進めていく。  



24 

 

Ⅲ  地域における総合的な権利擁護支援体制の整備  

 

１．日常生活自立支援事業の推進  

 

（１）日常生活自立支援事業  実績  

 令和 7 年度 令和 6 年度 令和 5 年度 

契約者数 11 人 13 人 16 人 

 

 

日常生活自立支援事業から法人後見事業への移行件数  0 件  

 

実績  

利用者が相手に対して都合よく言ったり、相談なく言ったりした結

果、どうしてよいかわからず不安になるケースがあり、その都度、

一緒にどのように行っていくとよいのかを本人の意向を確認しつつ

対応の検討を行った。また、事業所が日常生活自立支援事業の目的

と異なる相談や成年後見事業と同一のように考え、対応を求めてく

るケースもあり、制度としてできること、できないことをその都度、

説明することで理解して頂くように努めた。  

評価 利用者の意向をもとに、丁寧に対応することができた。  

 

  

契約者内訳 
 認知症 知的障害 精神障害 その他 合計 援助回数 

件数 5 2 3 1 11 238 

新規 

契約者数 

 認知症 知的障害 精神障害 その他 合計 相談・問合 

件数 0 0 0 0 0 18 

解約者数 件数 2 0 0 0 2 
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２．法人後見事業の推進  

 

（１）法人後見事業  実績  

 令和 7 年度 令和 6 年度 令和 5 年度 

契約者数   15 人 16 人 12 人 

 

契約者内訳 
 成年後見 保佐 補助 合 計 

件数 12 3 0 15 

 

 

 

実績  

法人後見終了（死亡）者３名のうち２名は身寄りなしの方。死後事

務を遂行する中で、元保佐人の立場では相続人調査（戸籍等の取り

寄せ）を担うことはできないと言われ、中断することになったが、

役場担当課と協議し、法務局へ問い合わせた結果、調査を継続する

こととなった。最終的に相続人へ財産の引継ぎをすることができた。 

評価 

法人後見業務は専門性が高く、経験の蓄積の中で判断することが多

い。実務上の評価としてはよくできたが、死後事務の最終段階であ

る相続人へ財産の引継ぎについて、行政窓口との制度理解や共有が

いまだ不可欠である。  

 

  

  

新規受任数 
 成年後見 補佐 補助 合計 相談・問合 

件数 2 0 0 2 18 

解任（終結）数 件数 2 1 0 3 
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３．権利擁護の推進  

 

 （１）日常生活自立支援事業から成年後見制度の利用まで切れ目のない支援 

実績  
今年度は日常生活自立支援事業から成年後見制度へ移行した方はい

ないが、面談の際に本人や関係者から状態確認を行った。  

評価 

面談の際は本人だけでなく、関係者から情報を収集して認知面や理

解度を確認することができた。今後も継続し、後見制度が必要とな

りえる場合はスムーズな移行ができるように関係機関と連携を図っ

ていく。  

 

（２）生活福祉資金貸付制度や食糧支援等の情報周知  

実績  

生活福祉資金相談： 178 件  

食糧支援： 71 件  

貸付が難しいケースでは、食糧支援の提案を行った。しかし、貸付

ができないなら意味がないとの理由で一方的に話を終了され、継続

的な支援が難しいケースが多かった。  

評価 

関係機関と連携し、社協の支援ツール等を提案し、相談対応するこ

とができた。相談者自身の自己決定を促し、その場ですぐに結論が

出なくても本人から相談があれば、その時に最善と思われる方法を

一緒に考え、提案していく。  

 

（３）相談者に寄り添い困難事例にも対応できる相談支援体制の構築 

実績  
相手によって相談者自身の都合の良いように発言するため、関係機

関で情報共有を行い、方向性を確認しながら対応した。  

評価 

関係機関との連携、相談者への密な対応を行うことができた。本人

の意思を確認しながら進めているが、方針を提案しても決断するこ

とができない事例が多く、進展が難しい状況が続いている。  

 

（４）勉強会や研修会の実施による利用促進 

実績  
R7.7.26 参加者 31 名  相続セミナー  

R8.2.28 参加者 28 名  遺言セミナー  

評価 

相続セミナーは 20 代、 30 代の若い参加者もいた。遺言セミナーは

60 代、 70 代以上の世代が主だった。両セミナーとも 30 名以上の申

込みがあり、社会で関心のあるテーマであることが分かった。  
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（５）入居支援や死後事務、身寄りのない人支援など、様々な支援の研究  

実績  

R7.10.24 身寄りなし問題の実践研修に参加した。福岡市社協で身寄

りなし問題を地域ネットワークで支援する仕組みと、死後事務委任

等社協事業でサポートする部分と連動して問題に取り組む状況が分

かった。また、ファンドレイジングなど多様な寄付の手法を開発し

ていることが分かった。  

評価 
先進地である福岡市の実践を学ぶことができた。法人後見として担

う業務に活かしていく。  

 

（６）成年後見等運営委員会を開催しました。  

実績  

第 1 回 R7.7.9  10 名出席  

第 2 回 R8.2.4  10 名出席  

在宅後見のケースでは各委員それぞれの立場で発言があり、後見業

務に活かすアドバイスを得られた。  

評価  
後見業務について各委員からの質疑が活発で、担当者にとって気づ

きの場になっている。  
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４．障害者相談支援事業の充実  

 

（１）適切なサービス利用計画の作成をします  

  令和 7 年度  令和６年度  令和５年度  

登録人数  100 94 93 

新規人数  11 12 12 

解約人数  5 11 12 

実績  年々、登録人数が増加している。  

評価  各事業所と情報共有し、連携を図りながらの支援ができている。 

 

（２）苅田町障害者相談支援事業の受託を継続して行います  

 ・一般相談を行いました  

  令和 7 年度  令和６年度  令和５年度  

相談件数  26 24 17 

実績  主に役場からの依頼、本人、家族からの相談に対応した。  

評価  
困難ケースですぐに解決できない事案も多いが、各関係機関と

連携し、協力体制を作る事ができている。  

 

・京都郡自立支援協議会へ参加します  

実績  

月 1 回の幹事会、隔月の相談支援部会、年 2 回の全体会に参加した。 

第 1 回全体会では高次脳機能障害の復職に向けた当事者との伴奏支

援を学んだ。第 2 回全体会では就労選択支援現場の実態を報告いた

だいた。  

評価  

毎月の幹事会は、全体会のテーマ決めやそれに向けた準備を主に行

っている。輪番でテーマを決めて事例検討し、地域課題の共有を行

っている。  
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５．生活困窮状態が続いている世帯への相談支援業務の推進  

 

（１）生活状況の把握のための実態調査をします  

実績  

R7.6 月時点で特例貸付の借受人の生活実態を把握するため、昨年度

住所の特定ができた 403 世帯に向けてアンケート形式の調査を実施

した。アンケート回答者には食料品の提供をした。回答数は 20 件で、

そのうち食料品の受け取りは 12 名となった。  

評価 

今年度も継続して実態調査ができた。価格高騰が続く中で、相談希

望者はさらに貸付を希望する内容が多かった。回答者の 6 割は償還

猶予・免除の世帯だった。  

（２）フードパントリーの開催案内をします  

実績  

年 4 回実施（ 8 月：23 名、10 月：20 名、12 月：35 名、3 月：28 名）。 

10 月は対象を小学生・中学生のいるひとり親世帯に限定し、‘子育

て世代  フードパントリー’を開催した。  

評価 

発信媒体としては広報誌の他、民協や役場子ども支援課でチラシを

配布、ＳＮＳを活用し情報発信ができた。また特例貸付の借受人の

生活実態を把握する アンケート 調査で定期開催の情報を届けてい

る。今年度は教育委員会を通して案内した子育て世帯限定のフード

パントリーを開催したことで、若い世代にも周知することができた。 

 

（３）借受人世帯からの償還金等の相談  

実績  

収入は変わらないが物価高騰で以前の生活には戻っていない、むし

ろ悪くなったという現状に対し、新たな貸付を希望する相談が多か

った。  

評価 

償還中の世帯に新たな貸付はできず、食糧支援を提案し今年度は 71

件と多かった。代案としての食糧支援の提案は、ルール内で適宜で

きている。  
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６ . 相談窓口の充実  

 

（１）心配ごと相談（立ち寄りカフェ）  

 ①公民館巡回  

月  4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 計  

件数    0 2 0 3 1 1 1 0 0 0 8 

 

②パンジープラザ  

月  4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 計  

件数  0 1 0 0 0 1 1 0 0 0 0 1 4 

 

（２）身障心配ごと相談会  

月  4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 計  

件数  0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

（３）無料法律相談  

月  4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 計  

件数  6 6 6 6 5 6 6 5 2 5 5 5 63 

 

（４）相続・成年後見等相談     （５）終活相談  

月  4 7 10 1 計   月  ５  ８  11 2 計  

件数  1 3 2 1 7  件数   0 0 0 2 

 

実績  
心配ごと相談における巡回相談を 6 月から開催し、年度内に８回開

催した。  

評価  

巡回相談を軌道に乗せることが出来た。悩みごとを抱える方が気軽

に相談できるよう、相談することへの心理的ハードルを下げる取り

組みを検討していきたい。  
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Ⅳ  組織体制の強化・財政規模の拡大  

 

１．組織体制の強化  

 

（１―１）理事会の開催  

実績  
６月９日、６月２５日、１０月６日、１２月１８日、３月１３日に

開催。議案や業務執行状況報告を行った。  

評価 
わかりやすい説明を心がけたことや資料の簡潔化を図るなどに努

め、滞りなく審議を深めることができた。  

 

（１－２）評議員会の開催  

実績  

６月２５日、３月２７日に開催。  

６月２５日は退任者が多い回、３月２７日は新任者が多い回となっ

たが、共にわかりやすい社協事業の説明に努めた。  

評価 

概ねご理解いただけた。社協の業務内容は多岐にわたるため、引き

続き新任評議員、継続評議員共にご理解いただけるようわかりやす

い説明を心がける。  

 

（２）委員会活動の推進  

①財政基盤強化委員会  

実績  

１月２３日に開催し、企業・団体会員の新規開拓方法について検討

を行った。職員体制を鑑み、年間を通して新規企業開拓をする方法

への転換企画し決定した。  

評価 委員さんから活発な意見が出て協議ができた点がよかった。  

 

②社協のあり方検討委員会  

実績  未実施  

評価 今年度は検討を要する課題が見当たらず未開催。  

 

③成年後見等運営委員会  

実績  
第 1 回 R7.7.9  10 名出席、第 2 回 R8.2.4  10 名出席  

新規受任者の支援内容等について報告した。  

評価 
在宅後見のケースでは各委員其々の立場で発言があり、後見業務に

活かすアドバイスを得られた。今後の業務に活かしたい。  
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④社会福祉大会実行委員会  

実績  
6 月 2 日（月） 6 名出席、 6 月 9 日（月） 8 名出席  

9 月 1 日（月） 9 名出席  ※ 10 月 15 日（水）リハーサル  

評価 
講師及び会場レイアウト、表彰状授与の方法について委員より積極

的な提案や助言をいただいた。  

 

（３）地域福祉活動計画・事業計画の理解による目標の共有  

実績  
単年度の計画・報告の機会に合わせ、社協の事業計画と整合性をと

れるように地域福祉活動計画を職員間で共有している。  

評価 
次年度計画を考える上で、問題点をどうしていくか、こういう問題

があるからこうしていきたいという課題の明確化力の向上。  

 

（４）職場の心理的安全性の向上  

実績  

係ごとに定期的なミーティングを実施した。またその時々発生した

事案に対して係の垣根を越えて話し合う場を設け、情報共有や相互

理解の促進に努めた。  

評価 

情報共有ができたことにより心理的安全性の向上を図れた。  

今後も職員の様々な問題に対し、管理職による伴走力や助言力を高

めることで、心理的安全性の向上に努める。  

 

（５）人権学習の開催による職員の人権感覚の醸成  

実績  
１月２２日に市木氏を講師に招き実施。人権三法とこどもの人権に

ついて学んだ。  

評価 
講師の話がわかりやすく、改めて人権三法について確認ができ、職

員からも好評であった。  

 

（６）中期経営計画の策定  

実績  
中期経営計画セミナーを受講した。現状から課題を見つけ、将来あ

るべき姿を見据え、ビジョンを達成するための方法を学んだ。  

評価 

セミナー受講に留まり、具体的な計画策定までは進められなかった。 

実際の計画策定に向け、役職員皆で考え、作り上げていく流れを作

る必要がある。  

 

（７）資金管理（会計）の効率化  

実績  

事業内容が変わり、障害者福祉拠点区分の廃止、レストラン夢の木

サービス区分を廃止し一般拠点区分内に配食サービス区分を新設し

た。  
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評価 普通預金口座間の資金移動がなくなり業務が大幅に効率化した。  

（８）経費節減・削減の徹底  

実績  
ペーパーレスの観点から、決算書類の両面印刷を行い、書類のスリ

ム化に努めた。  

評価 
書類が見やすく場所を取りすぎずに管理しやすくなった点がよかっ

た。  

 

（９）カスタマーハラスメント対策の推進  

実績  

カスタマーハラスメント対策として通話録音機能付き電話機を１台

設置した。 R7 年度、録音対象になる電話はなかった。  

係内でアンケート調査を実施したり、他の社協のマニュアルを参考

にカスタマーハラスメント対策マニュアルの内容を検討した。  

評価 通話録音機能付きの電話機を設置できたことはよかった。  
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２．財政規模の拡大  

 

（１）社協会員増加に向けた取組み  

①個人会員の増加に向けて区へ回覧を行いました。  

実績  個人会員向けのチラシを新しくして区に回覧した。  

評価 
チラシの変更と区の協力により、増加には至っていないが、大幅な

個人会員減少にはならなかった。  

 

②法人・企業・団体会員増加に向けて、新規開拓を行った。  

実績  
３月に医師会で新規法人・企業・団体会員加入のお願いを行った。

継続した加入はあったが、新規加入は０件であった。  

評価 
医師会以外に新規開拓の働きかけはできなかった。社協設立 50 周年

記念事業に合わせ、新規開拓の投げかけを検討する。  

 

③アピールの強化  

  令和７年度 令和６年度 

個人会員 

口 数 

１，４６６口 １，５９０口 

団体・企業会員 ９２口 ９９口 

賛助会員 １口 １６口 

個人会員 

会費額 

１，７５９，２００円 １，９０８，０００円 

団体・企業会員 ９２０，０００円 ９９０，０００円 

賛助会員 １， ２００円 １９，２００円 

総 額 ２，６８０，４００円 ２，９１７，２００円 

   

実績  上記表の通り。  

評価  大幅な減少にはならなかったが、どの会員区分も減ってきている。  
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（２）赤い羽根共同募金運動の推進  

 令和７年度 令和６年度 

戸別募金 ３，１９９，０００円 ３，３３９，３００円 

法人・団体・個人 １，２５１，５００円 １，３０７，２１２円 

街頭募金 ６３，０６８円 ７３，７１７円 

募金箱（学校含） １４３，４３９円 ２０８，０９４円 

その他の募金 ５３，２１７円 ５４，９０１円 

歳末助け合い ６４３，７３０円 ６６７，８１１円 

合 計 ５，３５３，９５４円 ５，６５１，０３５円 

   

実績  上記表の通り。  

評価  
街頭募金では、各団体からも協力者を募ることができ、

社協と各団体と協力して募金運動の推進ができている。  

 

①福岡県共同募金会苅田町支会理事会  

実績  
令和７年度は６月、１２月、３月に理事会を開催した。  

募金目標及び募金実績を報告した。  

評価 簡潔にわかりやすく説明し、承認を得ることができている。  

 

②街頭募金でキャッシュレス決済 PayPayを導入し協力者を増やす  

実績  
街頭募金の会場で PayPay での募金方法を紹介した。  

PayPay を活用した募金者は０人だった。  

評価 

苅田町では現状 PayPay による募金の案内を積極的には行わない方

向で考えていく。 PayPay で募金するには個人登録等の設定が別途必

要であり、人によって設定方法が異なるため、募金の場で設定を促

すことは困難であり、現状身近な募金方法とは言えない。  

 

③配分委員会の開催による適正な配分  

実績  
１２月の理事会内で、団体助成金の配分について協議を行い、配分

額を決定した。  

評価 

初めて配分について共同募金の理事会で協議を行うことができ、配

分についての現状を伝えることができた。また、適正な配分への協

議の第一歩となった。  
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（３）自主財源の確保  

①葬祭事業仲介手数料  

実績  まごころ葬祭が０件で仲介手数料収入はなかった。  

評価 葬祭事業の継続について検討を行う段階にきている。  

 

②自動販売機設置販売  

実績  
パンジープラザ、中央公民館、福祉会館、小波瀬コミュニティセン

ターに設置し５１１，３６０円の収益があった。  

評価 安定して実績があがった。  

 

③郵便物販売手数料  

実績  窓口で郵便物販売を行い、７４，７３２円の収益があがった。  

評価 外部に対しての販売はあまりできていない。  

 

④バザー品の販売  

実績  事務所前でバザーを実施し、６９，４２３円の収益があがった。  

評価 
定期的に寄付があり、商品の入れ替えはできている。一つあたりの

単価を安くしているため、大幅な収益とはなっていない。  

 

⑤カレンダーバザーの実施  

実績  年末年始に事務所前で実施し、５３，２１７円の収益があがった。  

評価 
例年通りの実績があがった。企業の協力により、開始時に多数のカ

レンダーが揃ったため、購入者からも好評であった。  

 

⑥使用済み切手販売手数料  

実績  使用済み切手販売手数料  ０円、  

評価 
あまりできなかった。まとまった数がなく、業者が来所しての引き

取りまでに今年度は至らなかった。  

 

⑦自主財源拡大検討  

実績  
10/19 チャリティ演芸会を開催し、２３１，１４０円の収益があが

った。  

評価 
よくできた。事前準備や当日業務の分担が大変であったが、職員間

で協力して開催でき、参加者や観覧者からも楽しかったと好評であ
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った。  

Ⅴ  ケアプランサービス  

 

 

１．  自立支援を目的に適切なケアプランを作成します  

月  4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 計  

件

数  

123 117 120 128 130 129 132 129 122 120 121 120 1,370 

実

績  

本人・家族の意向を踏まえた上で課題分析を行い、専門職として多様な

サービスを提案し、自立支援に向けた支援に努めた。  

評

価  

要介護者自身の力を活用し、目標達成に向け前向きに過ごせるよう取組

んできた。具体的な目標設定が出来難い事も多かったが、課題分析の結

果を踏まえ専門職として自立支援に向けた支援を行ってきた。  

 

２．特定事業所加算算定事業所としての役割を遂行します  

実績  

研修計画に添い、毎月外部・内部研修への参加を通じ資質向上に努

めるとともに、年 2 回 (9 月・3 月 )地域支援検討会議を開催し他事業

所の介護支援専門員参加の元事例検討会を開催。また、年 4 回 (5 月・

8 月・ 11 月・ 2 月 )苅田町介護支援専門員連絡会主任介護支援専門員

部会に参加し、苅田町介護支援専門員連絡会の開催にあたり企画運

営を行い、地域のケアマネジメント力向上に努めた。  

評価 
外部・内部研修に取り組んできたが、毎年同様の内容が多く、研修

内容の拡大が必要である。  

 

３．虐待の早期発見・早期対応に努めます  

実績  
虐待の早期発見早期対応に努め、利用者からの相談を受け、苅田町

役場地域福祉課へ状況報告行い、情報共有を図った。  

評価 

虐待かが疑われる時点で、役場地域福祉課へ情報提供行い早期発

見・早期対応に努め、虐待通報後も経過報告や現状報告等役場との

連携を図り対応した。  

 

４．災害・感染症発生時も業務を継続します  

実績  年４回委員会を開催し、業務継続に向けた研修を行った。  

評価 
発生時は、業務継続計画に添い行動。想定される場面が多岐にわた

り、繰り返し見直しと研修の継続が必要である。  
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５．ハラスメントの防止  

実績  
内部研修でハラスメントについて学ぶとともに、重要事項説明書で

利用者・家族に対しハラスメント防止について周知した。  

評価 
研修を通じハラスメント行為についての認識はしているが、自らは

気づかない言動もお互いが注意しあえる関係性が必要である。  

 

６．地域への広報活動・介護保険の理解促進に努めます  

実績  ホームページへの掲載を継続した。  

評価 
窓口相談を受ける機会も多いが、介護保険制度の理解はまだ不十分

である。  
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Ⅵ  認知症対応型デイサービス  在処よってけばぁ  

 

 

１．職員の専門性と資質の向上  

実績  
県社協研修への参加や内部研修を実施した。職員会議では困難事例

の検討に努めた。  

評価 
研修報告や内部研修等により、内容の検討や意見交換を活発に行い、

専門性や資質の向上することが出来た。  

 

２．地域との交流の促進  

実績  
ボランティアとの交流や地域の方々を季節の行事に参加していただ

き交流を深めた。  

評価 
利用者とボランティアさんの交流が深まった。地域の方々が参加し

やすい行事の企画検討を進める。  

 

３．家族介護支援の強化  

実績  

家族への適切な助言を心がけ介護負担の軽減に努めた。連絡帳や送

迎時の声掛けで寄添い強化を図った。また、ケアマネとの情報交換

により介護困難状態の把握に努めた。  

評価 利用者家族が気軽に来所でき相談を行える場所づくりが課題。  

 

４ .情報発信  

実績  

在処だよりにより、居宅介護支援事業所に利用状況や行事の様子を

発信した。家族やケアマネジャーには利用者の状況をしっかり伝え

られている。  

評価 SNS での情報発信が今後の課題である。  

 


